（営業秘密を自ら取扱う会員用）
営業秘密保護推進研究会　御中

秘密の電子的漏えいの最前線を学ぶ会
参加誓約書
当社（個人の場合「私」以下同じ）は、秘密の電子的漏えいの最前線を学ぶ会（以下「本会」）に参加するにあたり、本誓約書の各条項を真摯に実践することを、ここに誓約する。
第1条 （目標の共有）
当社は、営業秘密保護推進研究会（以下「本研究会」）と以下の6つの目標を共有し、自らの営業秘密保護の持続的発展に努めることで、本研究会の普及啓発目標の着実な進展に貢献する。
(1) 物理的・技術的な防御の浸透

(2) 秘密窃取に対する心理的抑止力の強化
(3) 秘密漏えいの兆候把握力/疑い検知力の強化

(4) 他社の秘密情報の意図しない侵害の防止力強化

(5) 秘密管理性を肯定される可能性が高い管理の浸透

(6) 万一の捜査への備えの浸透

　
第2条 （本会の持続的発展と参加者の対策実務進展への取組み）

当社は、本会からの以下の3つの要請に応えることで、本会の持続的発展と参加者の対策実務進展に貢献する。
(7) 本会から学んだ有効な対策等を自社に適用し、積極的に実践すること。
(8) (1)により得られた成果について、本会事務局から情報提供の依頼を受けた場合は、可能な範囲を明示して協力すること。本会は、ここで知り得た情報を、その運営の持続的向上のためのみに活用し、その他の目的には一切使用しない。
(9) 本会活動に共感した参加者は、本会で学んでほしい新参加者を本会事務局に紹介すること。
第３条（会合の内容の取扱い）

当社は、会合の内容の取扱いについて、公知の情報を除き、チャタムハウスルールを遵守する。
平成   年   月   日

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名
(法人会員の場合のみ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名
（法人会員の場合は入会責任者名）　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　

チャタムハウスルール（Chatham House Rule）：
王立国際問題研究所が起源の会議参加者の行為規範。本ルール適用の宣言の下で運営される会議では、当該会議で得られた情報を利用できるが、その情報の発言者やその他の参加者の身元および所属に関して秘匿する（明示的/黙示的を問わず明らかにしない）義務を負うというルール。
（出展：https://www.chathamhouse.org/about/chatham-house-rule）
（営業秘密保護に係るサービス/対策ソリューションを提供する会員用）
営業秘密保護推進研究会　御中

秘密の電子的漏えいの最前線を学ぶ会
参加誓約書

当社（個人の場合「私」以下同じ）は、秘密の電子的漏えいの最前線を学ぶ会（以下「本会」）に参加するにあたり、本誓約書の各条項を真摯に実践することを、ここに誓約する。
第3条 （目標の共有）

当社は、営業秘密保護推進研究会（以下「本研究会」）と以下の6つの目標を共有し、本研究会の啓発活動の持続的発展に貢献する。
(10) 物理的・技術的な防御の浸透

(11) 秘密窃取に対する心理的抑止力の強化

(12) 秘密漏えいの兆候把握力/疑い検知力の強化

(13) 他社の秘密情報の意図しない侵害の防止力強化

(14) 秘密管理性を肯定される可能性が高い管理の浸透

(15) 万一の捜査への備えの浸透

　
第4条 （営業秘密を自ら取扱う参加者の対策実務進展への貢献）

当社は、勉強会のディスカッションに積極的に参加し、自社サービス/ソリューションの紹介に拘らず実務的な知見・ノウハウを提言することで、営業秘密を自ら取扱う参加者の対策実務進展に貢献する。
第３条（会合の内容の取扱い）

当社は、会合の内容の取扱いについて、公知の情報を除き、チャタムハウスルールを遵守する。
平成   年   月   日

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名

(法人会員の場合のみ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名

（法人会員の場合は入会責任者名）　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　

チャタムハウスルール（Chatham House Rule）：
王立国際問題研究所が起源の会議参加者の行為規範。本ルール適用の宣言の下で運営される会議では、当該会議で得られた情報を利用できるが、その情報の発言者やその他の参加者の身元および所属に関して秘匿する（明示的/黙示的を問わず明らかにしない）義務を負うというルール。
（出展：https://www.chathamhouse.org/about/chatham-house-rule）
